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主
な
内
容

（令和４年９月１日現在　長野県調べ）人口と世帯
北アルプス広域圏

　霊松寺は、仁科盛忠が能登常光寺から招いた實峰良秀禅
師により開かれた、長野県で最古の曹洞宗寺院です。かつ
ては大規模な伽藍を誇っていましたが、弘化 4 年（1847）
に起きた地震によって一度全焼し、現在は再建された本堂
や庫裏、稲荷社、山門などが残されています。このうち２
階建て楼門形式の山門は、明治の初めに松川村観勝院から
移築したもので、県宝に指定されています。また、山門の
脇には銀杏が葉の上に結実する、珍しいオハツキイチョウ
の大木がそびえており、子宝お守りとしても人気です。
　境内や周辺には樹木も多く、秋の紅葉は素晴らしいもので、
人気の観光スポットです。見ごろは例年 10 月下旬から 11
月上旬となっており、今年は10月29日（土）～11月６日（日）
にライトアップイベントも開催され、夜の紅葉も楽しむこと
ができます。詳細は大町市観光公式 HP「信濃大町なび」

（kanko-omachi.gr.jp）をご覧ください。

○広域連合議会５月・８月定例会
○令和３年度決算について
○消防からのおしらせ・施設だより
○北アルプスエリアイベントカレンダー
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議　会

月
定
例
会
開
催

５

　
令
和
４
年
５
月
19
日
に
５
月
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。報
告
案
件
６
件
、事
件
案
件
１
件
の
議
案
が
上
程

さ
れ
、い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　
組
織
に
関
す
る
こ
と

　
５
月
定
例
会
で
は
松
川
村
議
会
議
員
及
び
小
谷
村
議

会
議
員
の
改
選
に
よ
り
、
広
域
連
合
議
会
議
員
の
構
成

が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。
議
員
構
成
の
変
更
に
よ
る
各

委
員
会
委
員
等
構
成
に
つ
い
て
は
左
表
の
と
お
り
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

　
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

◆
令
和
３
年
度
補
正
予
算
に
つ
い
て

▼
一
般
会
計
（
第
５
号
）

▼
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
事
業
特
別
会
計
（
第
２
号
）

▼
介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
特
別
会
計
（
第
３
号
）

▼
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
（
第
４
号
）

▼
平
日
夜
間
救
急
医
療
事
業
特
別
会
計
（
第
３
号
）

▼
老
人
福
祉
施
設
等
事
業
特
別
会
計
（
第
４
号
）

　
　
い
ず
れ
も
事
業
実
績
に
基
づ
く
計
数
整
理

　
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
高
規
格
救
急
自
動
車
の
更
新

所属委員会

市町村名
及び氏名（敬称略）

総

務

常

任

委

員

会

福

祉

常

任

委

員

会

議

会

運

営

委

員

会

ご
み
処
理
特
別
委
員
会

大
　
　
町
　
　
市

二條　孝夫【議長】 ● ●

降旗　達也 ● ○ ◎

大竹　真千子 ○ ●

中牧　盛登【監査委員】 ● ●

大和　幸久 ● ●

宮田　一男 ○ ●

岡　秀子 ● ●

池
　
田
　
町

矢口　新平 ◎ ●

横澤　はま ●

服部　久子 ●

松
　
川
　
村

大和田　耕一 ◎ ●

茅野　靖昌（新） ●

山中　伯行 ●

白
　
馬
　
村

太田　伸子【副議長】 ● ● ●

丸山　勇太郎 ● ○

松本　喜美人 ● ●

小
谷
村

吉澤　学（新） ● ◎ ●

柴田　友造（新） ● ●

　
一
　
般
　
質
　
問
（
要
旨
・
抜
粋
）

　
　
横
澤
　
は
ま
議
員
（
池
田
町)

【
高
齢
者
の
健
康
長
寿
延
伸
を
目
指
す
食
育
に

つ
い
て
】

問
　
地
域
福
祉
及
び
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と

の
連
携
に
よ
る
、
食
管
理
の
観
点
か
ら
の
生
活

習
慣
病
予
防
の
取
り
組
み
や
支
援
体
制
の
課
題
と
現
況

は
。
　

答
　
第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
で
は
、
計
画
の

重
点
施
策
と
し
て
、
各
市
町
村
に
地
域
支
援
事

業
を
委
託
し
、
介
護
予
防
教
室
や
介
護
予
防
に
係
る
啓

発
事
業
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
地
域
の
事
業
所
等

の
協
力
に
よ
り
、栄
養
改
善
や
、ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

に
対
す
る
見
守
り
活
動
を
伴
う
配
食
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

を
実
施
し
、
こ
れ
ら
の
支
援
を
活
用
し
た
定
期
的
な
高

齢
者
の
安
否
確
認
等
を
行
っ
て
い
る
。
食
育
管
理
を
含

む
介
護
予
防
事
業
の
実
施
主
体
は
委
託
先
の
市
町
村
と

な
り
、広
域
連
合
と
し
て
は
、引
き
続
き
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
や
市
町
村
福
祉
担
当
課
と
連
携
し
、
地
域
の

基
盤
や
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
生
活
支
援
体
制
の
構
築
に
努

め
る
。

問答
　
介
護
老
人
保
健
施
設
、
老
人
福
祉
施
設
の
栄

養
・
食
事
管
理
の
状
況
は
。

　
介
護
老
人
保
健
施
設
虹
の
家
で
は
、
給
食
業

務
を
市
立
大
町
総
合
病
院
に
委
託
し
て
お
り
、

※（新）：新たに選出された議員、

　 ◎委員長、○副委員長、●委員
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大
町
病
院
で
は
、調
理
済
み
の
食
材
を
購
入
し
、加
熱
等

の
処
理
を
行
い
、
利
用
者
へ
提
供
し
て
い
る
。

　
施
設
利
用
の
希
望
者
に
対
し
、
入
所
前
に
食
事
に
つ

い
て
説
明
し
、ア
レ
ル
ギ
ー
の
有
無
や
、食
事
制
限
等
に

つ
い
て
聴
き
取
り
を
行
い
、
利
用
者
の
希
望
に
で
き
る

限
り
応
え
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

　
ま
た
、養
護
老
人
ホ
ー
ム
鹿
島
荘
で
は
、昨
年
８
月
か

ら
、副
食
を
従
前
の
直
営
方
式
か
ら
、虹
の
家
と
同
様
の

方
式
と
し
て
お
り
、
主
食
は
大
北
地
域
産
米
を
使
用
し

て
ご
飯
を
利
用
者
に
提
供
し
て
い
る
。

　
利
用
者
に
安
全
な
食
事
を
毎
日
３
食
提
供
す
る
こ
と

は
、健
康
管
理
上
も
大
切
な
こ
と
で
あ
り
、真
空
状
態
の

食
材
を
加
熱
し
て
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
や
わ
ら
か

く
て
食
べ
や
す
く
、
適
切
な
塩
分
量
が
保
た
れ
る
と
と

も
に
、
他
の
栄
養
素
も
満
た
さ
れ
た
食
事
の
提
供
が
可

能
と
な
っ
て
い
る
。

　
両
施
設
と
も
、利
用
者
か
ら
の
意
見
等
に
つ
い
て
、日

頃
か
ら
食
事
に
限
ら
ず
生
活
全
般
に
つ
い
て
、
面
談
に

よ
り
、
直
接
ご
意
見
、
ご
要
望
を
伺
い
、
可
能
な
限
り
対

応
に
努
め
て
い
る
。

　
　
宮
田
　
一
男
議
員
（
大
町
市)

問
　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
に
向
け

た
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
施
策
は
。

答
　
市
町
村
に
お
い
て
実
施
し
て
い
る
、
地
域
支

援
事
業
の
介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業
で
は
、
栄

養
改
善
や
運
動
な
ど
、
ま
た
介
護
予
防
に
資
す
る
取
組

み
と
し
て
は
、相
談
会
や
教
室
の
開
催
に
加
え
、パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
配
布
に
よ
り
地
域
住
民
へ
の
呼
び
か
け
に
努

め
て
い
る
。

　
広
域
連
合
は
、
介
護
保
険
の
保
険
者
と
し
て
、
介
護

【
コ
ロ
ナ
禍
で
の
消
防
救
急
活
動
に
つ
い
て
】

問
　
感
染
予
防
資
材
の
備
蓄
状
況
と
感
染
防
護
衣

着
用
時
の
熱
中
症
対
策
は
。

答
　
感
染
予
防
資
材
の
備
蓄
は
、各
担
当
部
署
で
、

在
庫
管
理
を
徹
底
し
不
足
を
生
じ
な
い
よ
う
、

通
常
は
２
ヶ
月
程
度
の
使
用
量
を
備
蓄
し
て
い
る
。
今

後
も
救
急
関
連
物
資
の
流
通
動
向
を
注
視
し
、
救
急
活

動
に
お
け
る
隊
員
の
安
全
を
引
き
続
き
確
保
で
き
る
よ

う
、
継
続
的
な
備
蓄
の
確
保
に
努
め
る
。

　
活
動
時
に
お
け
る
熱
中
症
予
防
対
策
は
、
体
幹
冷
却

用
の
ア
イ
ス
ベ
ス
ト
を
車
庫
内
に
常
備
し
、
そ
れ
を
イ

ン
ナ
ー
に
着
用
し
て
い
る
。ま
た
、車
両
に
飲
料
水
を
常

備
す
る
な
ど
の
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

問
　
緊
急
活
動
中
の
感
染
へ
の
不
安
や
ス
ト
レ
ス

へ
の
対
応
は
。

予
防
施
策
等
の
事
業
を
管
内
各
市
町
村
に
委
託
し
て
、

所
要
の
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
広
域
連
合
で
は
、
現

在
の
と
こ
ろ
、
独
自
の
講
座
の
開
催
や
講
演
、
イ
ベ
ン

ト
の
実
施
の
計
画
は
な
い
が
、各
市
町
村
と
情
報
共
有

を
図
り
市
町
村
に
お
い
て
生
活
圏
域
の
ニ
ー
ズ
に

沿
っ
た
効
果
的
な
施
策
が
実
施
で
き
る
よ
う
支
援
に

努
め
る
。

　
ま
た
、広
域
連
合
と
し
て
、啓
発
用
冊
子
や
広
報
等
を

有
効
に
活
用
し
、
普
及
啓
発
に
努
め
て
行
き
た
い
。

答
　
現
場
で
活
動
す
る
隊
員
の
ス
ト
レ
ス
を
軽

減
、
解
消
す
る
た
め
に
、
国
か
ら
示
さ
れ
た
感

染
防
止
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、
す
べ
て
の
救
急

出
動
に
お
い
て
、救
急
隊
員
は
上
下
と
も
感
染
防
護
衣
、

マ
ス
ク
、
ゴ
ー
グ
ル
及
び
ゴ
ム
手
袋
を
装
着
し
感
染
リ

ス
ク
を
低
減
す
る
こ
と
で
、
隊
員
の
ス
ト
レ
ス
は
一
定

程
度
緩
和
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
こ
の
装
備
を
施
す
こ
と
に
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
陽
性
者
と
接
触
し
た
場
合
で
も
、
濃
厚
接
触
に
は

該
当
し
な
い
と
い
う
保
健
所
の
見
解
も
得
て
い
る
。

　
ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
だ
け
に
限
ら
ず
、各
種
の
感
染
症

に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
行
い
感
染
リ
ス
ク
を
軽
減

し
て
い
る
。
ま
た
、
施
設
・
設
備
に
つ
い
て
も
、
感
染
症

に
備
え
必
要
な
改
修
を
行
う
こ
と
で
、
不
安
な
く
業
務

に
集
中
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。

　
ス
ト
レ
ス
へ
の
対
応
は
、全
職
員
に
年
１
回
、ス
ト
レ

ス
チ
ェ
ッ
ク
検
査
を
実
施
し
て
い
る
。
活
動
時
の
不
安

な
ど
に
つ
い
て
は
、今
後
、ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す

る
等
に
よ
り
、
職
員
の
心
理
面
に
与
え
る
影
響
の
把
握

に
努
め
る
な
ど
、
一
人
一
人
の
気
持
ち
に
寄
り
添
う
対

応
策
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

問
　
感
染
危
険
手
当
の
充
実
を
。

答
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
搬
送
業
務

等
に
係
る
手
当
は
、
昨
年
の
議
会
５
月
定
例
会

に
お
い
て
、人
事
院
規
則
に
合
わ
せ
、感
染
症
防
疫
手
当

を
支
給
す
る
た
め
、
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
職
員
の
特

殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
を
行
い
適
切

に
対
応
し
て
い
る
。支
給
の
対
象
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

－ 2 －



  

   
ル
ス
感
染
症
患
者
の
救
急
救
助
の
業
務
に
従
事
し
た
職

員
と
し
て
い
る
。

　
昨
年
１
月
の
適
用
か
ら
本
年
３
月
ま
で
に
対
象
と

な
っ
た
件
数
は
、
短
時
間
支
給
が

件
で
、
延
べ

人
。

長
時
間
支
給
は
６
件
で
延
べ

人
。

　
ま
た
、県
内
各
消
防
本
部
の
支
給
額
に
つ
い
て
、金
額

に
差
が
生
じ
て
い
る
こ
と
は
把
握
し
て
い
る
が
、
当
本

部
の
感
染
防
疫
手
当
支
給
は
、
人
事
院
規
則
に
の
っ
と

り
、
適
正
に
支
給
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て

答 問

18

16

い
る
。
今
後
も
、
条
例
の
定
め
に
の
っ
と
り
、
適
切
に
対

応
し
、
変
更
す
べ
き
点
や
改
正
す
べ
き
点
が
あ
れ
ば
適

切
に
判
断
し
た
い
。

48

　
　
松
本
　
喜
美
人
　
議
員
（
白
馬
村)

【
北
ア
ル
プ
ス
連
携
自
立
圏
に
つ
い
て
】

（
広
域
観
光
の
推
進
に
向
け
た
取
り
組
み
の
産
業
連
関

に
よ
る
経
済
波
及
調
査
・
分
析
事
業
に
つ
い
て
）

　
令
和
２
年
度
、３
年
度
の
事
業
費
、各
５
０
万

円
の
事
業
内
容
は
。

　
北
ア
ル
プ
ス
連
携
自
立
圏
事
業
は
、
地
方
自

治
法
第
２
５
２
条
の
２
第
１
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
大
町
市
と
池
田
町
、
松
川
村
、
白
馬
村
、
そ
し
て
小

谷
村
が
相
対
で
連
携
協
約
を
締
結
し
、
具
体
的
な
取
り

組
み
と
し
て
、
北
ア
ル
プ
ス
連
携
自
立
圏
連
携
ビ
ジ
ョ

ン
を
策
定
し
こ
れ
に
基
づ
く
特
定
の
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。

　
連
携
自
立
圏
の
実
施
主
体
は
関
係
市
町
村
で
あ
り
、

　　　　　　　　　　　　　

広
域
連
合
は
、
会
議
等
の
調
整
役
を
果
た
し
て
い
る
。
　　　

連
携
自
立
圏
事
業
に
関
す
る
事
項
は
、
当
広
域
連
合
の

所
管
す
る
事
業
で
は
な
く
、答
弁
に
つ
い
て
は
、一
部
中

心
市
で
あ
る
大
町
市
の
担
当
課
に
照
会
し
、
聞
き
取
っ

た
概
要
、
概
括
的
な
内
容
で
あ
る
こ
と
を
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
。

　
令
和
２
年
度
で
は
、
地
域
が
持
っ
て
い
る
経
済
分
析

デ
ー
タ
の
内
容
の
把
握
、
産
業
連
関
表
の
作
成
に
向
け

た
研
究
と
し
て
、
有
識
者
を
講
師
と
す
る
研
修
会
を
３

回
実
施
し
た
、
と
承
知
し
て
い
る
。

　
令
和
３
年
度
で
は
、
令
和
４
年
度
実
施
予
定
の
地
域

間
の
連
結
産
業
連
関
表
及
び
経
済
波
及
効
果
分
析
ツ
ー

ル
の
作
成
に
向
け
、
平
成

年
度
版
の
長
野
県
産
業
連

関
表
等
を
も
と
に
、
圏
域
市
町
村
ご
と
の
産
業
連
関
表

の
試
作
や
、
地
域
間
交
易
係
数
の
試
算
及
び
検
証
等
の

基
礎
調
査
を
実
施
し
た
。

問
　
産
業
連
関
表
は
、
産
業
振
興
を
図
る
施
策
立

案
に
欠
か
せ
な
い
基
礎
的
な
も
の
と
認
識
し
て

い
る
か
。

答
　
地
域
間
を
連
結
し
た
産
業
連
関
表
は
、
日
常

の
経
済
活
動
や
生
活
機
能
が
比
較
的
狭
い
市
町

27

村
の
行
政
区
域
を
越
え
て
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
市
町
村
の
強
み
や
弱
み
を
補
完
し
合
い
、
地
域

の
活
性
化
や
、存
続
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
、広
域
的

な
圏
域
運
営
に
意
義
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
一
方
で
、当
圏
域
で
は
、各
市
町
村
間
の
経
済
特
性
を

定
量
的
に
把
握
し
た
デ
ー
タ
が
い
ま
だ
整
備
さ
れ
て
い

な
い
状
況
に
あ
り
、圏
域
と
し
て
、今
後
の
具
体
的
な
施

策
の
展
開
を
検
討
す
る
上
で
は
、
必
要
な
ツ
ー
ル
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

問
　
観
光
地
延
べ
利
用
者
数
、
観
光
消
費
額
の
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
禍
に
お
け
る
見
通
し
は
。

答
　
広
域
連
合
で
は
、
観
光
地
の
利
用
者
数
に
つ

い
て
の
調
査
や
動
向
に
つ
い
て
の
分
析
等
は
、

現
在
実
施
し
て
い
な
い
。今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、

仮
に
連
携
自
立
圏
事
業
と
し
て
行
う
場
合
に
は
、
事
業

主
体
で
あ
る
市
町
村
に
お
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
な
る

も
の
と
考
え
る
。

問
　
圏
域
内
住
民
が
、
圏
域
内
観
光
施
設
に
出
向

く
動
機
づ
け
の
提
供
の
必
要
性
は
。

答
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
海
外
か
ら
の
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
が
見
込
め
な
い
現
状
で
は
、
マ
イ
ク
ロ

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
含
む
、
近
距
離
の
観
光
を
中
心
に
事
業

の
回
復
が
見
込
ま
れ
、県
民
や
当
圏
域
の
住
民
が
、圏
域

内
の
観
光
施
設
に
出
向
く
こ
と
で
、
圏
域
内
の
経
済
循

環
に
繋
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
広
域
連
合
と
し
て

は
、
各
市
町
村
が
様
々
な
手
法
を
用
い
て
策
定
し
た
誘

客
戦
略
に
よ
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
生
か
し
つ
つ
、よ

り
効
果
的
な
観
光
情
報
発
信
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
必
要
な
支
援
に
努
め
る
。
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議　会

８

　
去
る
７
月
10

月
定
例
会
開
催

　
令
和
４
年
８
月
定
例
会
が
８
月
25
・
26
日
の
２
日
間

に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
８
月
定
例
会
で
は
、
報
告
案
件
１
件
、
人
事
案
件
２

件
、決
算
認
定
案
件
６
件
、予
算
案
件
５
件
の
議
案
が
上

程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
承
認
・
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　
組
織
に
関
す
る
こ
と

日
執
行
の
白
馬
村
長
選
挙
に
よ
り
就
任

し
た
、
丸
山
俊
郎
氏
の
副
広
域
連
合
長
へ
の
選
任
に
つ

い
て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
村
長
任
期
と
同
じ
で

す
。

　
ま
た
、監
査
委
員
と
し
て
、白
馬
村
の
松
沢
晶
二
氏
の

選
任
に
つ
い
て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
９
月
１
日

か
ら
４
年
間
で
す
。

　
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

◆
令
和
４
年
度
補
正
予
算
に
つ
い
て

　
▼
老
人
福
祉
施
設
等
事
業
特
別
会
計
（
第
１
号
）

　
ひ
だ
ま
り
の
家
管
理
費
の
職
員
派
遣
事
業
委
託
料

に
伴
う
補
正
。

　
令
和
３
年
度
決
算
状
況

　
各
会
計
の
決
算
額
及
び
歳
入
歳
出
額
に
つ
い
て
は
、

次
の
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

　
歳
出
決
算
額
の
前
年
度
対
比
は
、
下
表
の
と
お
り
と

な
り
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
度
補
正
予
算

▼
一
般
会
計
（
第
１
号
）

　
前
年
度
決
算
に
よ
る
繰
越
金
の
確
定
に
伴
う
補

正
、
市
町
村
負
担
金
の
精
算
及
び
廃
棄
物
処
理
費
等

の
環
境
衛
生
費
の
補
正
が
主
な
も
の
。

▼
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
事
業
特
別
会
計
（
第
１
号
）

　
前
年
度
決
算
に
よ
る
繰
越
金
の
確
定
に
伴
う
増
額

が
主
な
も
の
。

▼
介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
特
別
会
計
（
第
１
号
）

　
前
年
度
決
算
に
よ
る
繰
越
金
の
確
定
に
伴
う
補

正
、基
金
繰
入
金
及
び
委
託
料
の
増
額
が
主
な
も
の
。

▼
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
（
第
１
号
）

　
前
年
度
決
算
に
よ
る
繰
越
金
の
確
定
に
伴
う
補

正
、
市
町
村
負
担
金
の
精
算
及
び
給
付
準
備
基
金
積

立
金
の
増
額
が
主
な
も
の
。

▼
老
人
福
祉
施
設
等
事
業
特
別
会
計
（
第
２
号
）

　
前
年
度
決
算
に
よ
る
繰
越
金
の
確
定
に
伴
う
補

正
、
市
町
村
負
担
金
の
精
算
及
び
鹿
島
荘
管
理
費
の

増
額
が
主
な
も
の
。

会　計　名 歳出決算額 対前年度比

一般会計 ２０億８，７６３万 8千円 △６％

ふるさと市町村圏事業特別会計 ５，４４２万５千円 10655 .9 ％

介護老人保健施設事業特別会計（虹の家） 2億９，５７６万３千円 8 . 5 ％

介護保険事業特別会計 ７０億９２９万 7千円 0 . 4 ％

平日夜間救急医療事業特別会計
（急病センター） １３５万 9千円 △ 6 7 . 5 ％

老人福祉施設等事業特別会計
（鹿島荘・ひだまりの家） １億９，７０９万２千円 4 . 0 ％

総　　計 ９ 6億４，５５７万４千円 △ 0 . 3 ％

（注）各会計の合計額と総計欄の額とは、千円未満の調整により差異があります。
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令和３年度広域連合各会計の決算について
一般会計（広域事務局、北アルプスエコパーク、広域消防、葬祭場他）

介護保険事業特別会計

ふるさと市町村圏事業特別会計 介護老人保健施設事業特別会計 平日夜間救急医療事業特別会計 老人福祉施設等事業特別会計
■歳入 ■歳入 ■歳入 ■歳入
財 産 収 入  43万6千円 療養介護費収入 2億4,780万6千円 分担金・負担金 32万9千円 分担金・負担金 1億5,475万2千円

繰 入 金  5,402万5千円 繰 越 金  363万4千円 繰 越 金  89万6千円 サ ー ビ ス 収 入  3,596万円

繰 越 金  509万3千円 諸収入・財産収入・寄付金 70万6千円 諸 収 入  5千円 繰 越 金  2,396万1千円

合　　　計 5,955万4千円 繰　　入　　金 4,650万円 県 支 出 金  12万9千円 諸収入・財産収入・寄付金等 480万7千円

県 支 出 金  5万3千円 合　　　計 135万9千円 県 支 出 金  12万9千円

合　　　計 2億9,869万9千円 合　　　計 2億1,960万9千円

■歳出■歳出 ■歳出

ふるさと市町村圏 介護老人保健 ■歳出 民 生 費  1億8,237万1千円

振興事業費 5,442万5千円 施設事業費 2億9,576万3千円 総 務 費  135万9千円 公 債 費  1,472万1千円

合　　　計 5,442万5千円 合　　　計 2億9,576万3千円 合　　　計 135万9千円 合　　　計 1億9,709万2千円

（注）各会計の合計額は、千円未満の調整により差異があります。
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  消 防

広
域
消
防
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
水
難
救
助
訓
練
を
実
施

23

25

　
８
月

～

日
に
木
崎
湖
Ｂ
＆
Ｇ
艇
庫
及
び
木
崎
湖
上

に
お
い
て
水
難
救
助
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
訓
練
は
、
湖
で
の
水
難
事
故
に
対
し
て
、
迅
速
か

つ
安
全
で
効
果
的
な
水
難
救
助
活
動
能
力
の
強
化
を
目
的

と
し
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
上
空
か
ら

偵
察
し
な
が
ら
、
ド
ロ
ー
ン
隊
と
ボ
ー
ト
隊
が
連
携
し
溺
れ

た
人
を
救
出
す
る
想
定
訓
練
も
実
施
し
ま
し
た
。

　
北
ア
ル
プ
ス
広
域
管
内
は
水
資
源
が
豊
富
で
あ
り
、
夏
の

シ
ー
ズ
ン
は
県
内
外
か
ら
多
く
の
旅
行
者
が
涼
を
求
め
て

訪
れ
る
た
め
、
湖
や
河
川
の
事
故
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事
故
の
際
、
い
ち
早
く
現
場
に
駆
け
付

け
る
の
は
私
た
ち
消
防
職
員
で
す
。
湖
や
河
川
で
は
現
場
の

確
認
や
隊
員
の
進

入
は
容
易
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
ド

ロ
ー
ン
を
利
用
す

る
こ
と
で
、速
や
か

に
状
況
把
握
や
活

動
方
針
を
立
て
る

こ
と
が
で
き
る
と

今
回
の
訓
練
で
わ

か
り
ま
し
た
。今
後

も
、実
災
害
に
対
応

す
る
訓
練
を
継
続

し
て
行
い
、災
害
対

応
能
力
の
向
上
に

努
め
ま
す
。

　
最
近
、
気
温
が
低
い
日
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
そ

の
よ
う
な
中
で
、
暖
か
い
部
屋
か
ら
寒
い
部
屋
へ
の

移
動
な
ど
、
急
激
な
寒
暖
差
が
血
圧
を
上
下
に
大
き

く
変
動
さ
せ
、
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
の
原
因
と
な
り

ま
す
。
発
生
場
所
は
自
宅
の
浴
槽
が
多
く
、
11
月
～

４
月
の
冬
季
を
中
心
に
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
入

浴
中
の
事
故
は
、
持
病
が
な
い
場
合
や
前
兆
が
な
い

場
合
で
も
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
高
齢
者

ご
本
人
が
注
意
す
る
と
と
も
に
、
家
族
な
ど
周
り
の

方
も
一
緒
に
な
っ
て
事
故
防
止
を
行
う
こ
と
が
大

切
で
す
。

　
次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
入
浴
前
後
は
水
分
補
給
を
行
う
。

　
浴
室
と
脱
衣
所
の
温
度
差
を
な
く
す
。

　
入
浴
前
に
お
風
呂
に
入
る

こ
と
を
家
族
に
周
知
す
る
。

　
湯
温
を
41
度
以
下
に
設
定

し
、長
時
間
入
浴
し
な
い
。

　
浴
槽
か
ら
急
に
立
ち
上
が

ら
な
い
。

３ ２ １４５

広
域
連
合
の
施
設
だ
よ
り

《
養
護
老
人
ホ
ー
ム
鹿
島
荘
》

　
夏
ま
つ
り
を
開
催
　

　
養
護
老
人
ホ
ー
ム
鹿
島
荘
で
は
、
８
月
３
日
に
第
３
回
目
と
な

る
「
夏
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
午
前
中
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
風
船
バ
レ
ー
を
行
い

ま
し
た
。
利
用
者
の
皆
さ
ん
は
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

　
昼
食
を
は
さ
み
、
午
後
の
部
は
ス
イ
カ
割
を
楽
し
み
ま
し
た
。

我
ぞ
と
思
う
利
用
者
の
皆
さ
ん
が
、
大
き
な
ス
イ
カ
め
が
け
て
ソ

ロ
リ
ソ
ロ
リ
と
近
づ
き
、
一
撃
で
割
ろ
う
と
懸
命
に
頑
張
り
ま
し

た
が
、
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
な
ら
ず
、
空
振
り
す
る
人
が
続
出

し
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
も
最
後
は
、
甘
い
あ
ま
い
ス
イ
カ
を
参
加
者
全
員
で
分

け
合
い
い
た
だ
き
ま
し
た
。
真
夏
の
ひ
と
時
で
し
た
が
楽
し
い
行

事
と
な
り
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

の
感
染
が
収
束
せ
ず
何
か

と
気
を
遣
う
毎
日
で
す
。
秋

に
は
文
化
祭
や
紅
葉
狩
り

な
ど
も
計
画
し
て
い
ま
す

が
、
感
染
の
状
況
を
見
て
判

断
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
感
染
症
が
収
束
し
、
以
前

の
よ
う
な
行
事
が
開
催
さ

れ
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
の
笑

顔
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
望

ん
で
い
ま
す
。

福祉施設
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北アルプスエリア Winter Season EVENT CALENDAR
詳しくは、各市町村または各市町村の観光協会・観光局・観光連盟等へお問い合わせください。 《市外局番 0261》

10月 8日（土）～ おたり新そば祭り 村内数店舗で新そば粉使用のお料理をご提供。食事をする
参加店舗　小谷村観光連盟　 82-2233 とスタンプがもらえる。スタンプを集めて応募し、抽選で11月27日（日）
https://www.vill.otari.nagano.jp/kanko/index.html 豪華景品をゲット！

10
月
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月

令
和
５
年

２
月
～
３
月

紅葉の雨引山トレッキング 楓や壇紅梅の紅葉を眺めながら、ゆっくり歩いて片道2時10月22日（土） 雨引山　松川村観光協会　 62-6930 間半。頂上からは松川村、大町市が一望できます。

安曇野キルト公募展 全国各地から寄せられた作品展。タペストリー部門と小物～10月23日（日）北アルプス展望美術館（池田町立美術館） 部門の豊富で多彩なキルト作品を展示しています。62-6600　https://navam.jp/

秋の塩の道湖畔ウォーク＆フォトコンテスト 秋の中綱湖や青木湖を巡るウォーキングイベントです。
ウォーキング中に撮影した写真を応募して豪華景品が当10月29日（土） ラーバン中綱集合　大町市観光協会　 22-0190 たるフォトコンテストも実施します。

北アルプス山麓・りんごの小径　ウォーキング　秋 北アルプスの眺望を楽しみながら清流・乳川の遊歩道を巡
り、途中りんご狩りを行いながら6ｋｍを歩きます。地元の10月29日（土） 村内ウォーキング　松川村観光協会　 62-6930 ガイドの案内あり。

10月29日（土） 長野コーヒーフェスティバル 2018年からスタートしたコーヒーイベントが大町市に
大町文化公園　長野コーヒーフェスティバル実行委員会 やってくる！県内外の個性あふれるコーヒー店やコーヒー　　 30日（日）
http://nagano-coffee-festival.com に合うベーグルやスイーツなど約30店舗が出店予定。

10月29日（土） 第1回八方黒菱ヒルクライム大会 白馬ジャンプ競技場から標高1500mの八方尾根黒八方黒菱ヒルクライム特設コース　昇龍㈱大会実行委員会　 　30日（日） 85-2183　https://www.nagaichi.info/hachikuro2022-1st
菱平を舞台にした自転車ヒルクライム大会。

10月29日（土）～ 光の幻想（ライトアップイベント）　 紅葉のシーズンに合わせて霊松寺をライトアップ。18時
11月 6日（日） 霊松寺　大町市観光課　 22-0420 から20時半まで、観覧無料です。

10月下旬～ 信州安曇野松川村　新そば祭り 期間中、参加店のスタンプを集めて応募すると、抽選で豪
11月上旬頃 参加店舗　松川村観光協会　 62-6930 華賞品をプレゼント！

OMACHIロゲイニング 地図をもとにチェックポイントを回って得点を競うス
ポーツです。大町の雄大な自然を駆け巡り、魅力を存分に11月3日（木・祝）市内　大町市観光協会　 22-0190 楽しんでください。

11月 3日（木）～ 信州池田クラフト展 池田や安曇野で活躍するクラフト作家の作品を展示・販

12月10日（土） 北アルプス展望美術館（池田町立美術館） 売。陶磁器、ガラス、木工など生活を彩るクラフト作品の
62-6600　https://navam.jp/ 魅力をお楽しみください。

大峰高原紅葉散策 大峰高原白樺の森を散策します。散策の後には豚汁やおやきで
11月5日（土） 大峰高原集合　池田町観光協会　 62-9197 ほっと一息　秋の大峰高原を楽しみましょう　終了予定12：00

https://ikeda-kanko.jp/ 詳細は観光協会HPかお電話でお問い合わせください。

絶景の北アルプスと秋・塩の道ウォーク 冠雪の北アルプスの山々を眺めながら、秋の魅力ある塩の道を
地元のガイドさんと一緒に散策する約８ｋｍのウォーキングイ11月6日（日） 大町市観光協会　 22-0190 ベントです。

池田街中散策 信濃池田鉄道跡、文化、歴史ある八幡神社、池田の町並みなど
11月12日（土） 池田町役場集合　池田町観光協会 をガイドマスターの解説を聞きながら散策します。終了予定

62-9197　https://ikeda-kanko.jp/ 12：00　詳細は観光協会HPかお電話でお問い合わせください。

すずむし荘開館30周年記念感謝祭 すずむし荘開館30周年を記念したイベント。特産品の販11月19日（土） すずむし荘　 62-8500　https://suzumushisou.jp/ 売、ステージイベントなどを予定しています。

えびす講　交流センターかえで付近 １年の無事を感謝するとともに、商売繁盛をお祈りするえ
11月19日（土） 池田町商工会　 62-5085　(連絡先)　池田町観光 びす講。楽しんでいただける内容を用意しています。詳細

協会　 62-9197　https://ikeda-kanko.jp/ は観光協会HPかお電話でお問い合わせください。

国宝仁科神明宮新嘗祭11月23日（水・祝）仁科神明宮　仁科神明宮社務所　 62-9168 収穫祭にあたり、農作物の収穫に感謝する行事です。

大町あめ市（予定） 各商店街を会場に各種イベントを開催。各お菓子屋さんで2月11日（土） 本通り各商店街　大町商工会議所　 22-1890 福飴の販売がされます。

大町温泉郷夢花火と音の祭典（予定）2月中に予定 大町温泉郷　大町温泉郷観光協会　 22-3038 打ち上げ花火をはじめとして、各種イベントを行います。

国宝仁科神明宮例祭古式作始めの神事 古くからその年の作柄の豊凶を占う神事として行われて3月15日（水） （祈念の祭り）
仁科神明宮　仁科神明宮社務所　 62-9168 おり、作付けの一大指針とされています。

まつかわ花咲まつり パンジーの地上絵の展示・即売会やステージイベント。雑
3月中旬 安曇野ちひろ公園　まつかわ花咲まつり実行委員会 貨やケータリングなどが出店する「おでかけホリデー」も

（松川村役場経済課内）　 62-3109 同時開催。 

■編集・発行　北アルプス広域連合　　■印刷　北辰印刷 この広報紙は、再生紙・大豆インクを使用しています。




